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…
 論文題目ハイテク型の産業クラスターの形成・発展に向けたインフルエンサー
 の役割
博士論文審査委員
 (主査) 教授大滝精一一
教授西澤昭夫  論文内容の要欝
 第唱章本稿の圏的
 本稿の目的はハイテク型の産業クラスターの形成・発展に向けたインフルエンサーに関するソー
 シャル・キャピタルの役割を探り、わが国の目指すべき方向性を検討することにある。
 第2章産業ク響スターの形成・発展に向けた先行研究に関する一考察
 ここでは人的なネットワークの観点から日米独伊の産業クラスターの形成・発展に関する先行研
 究をレビューし、共通点を指摘した。形成要因はビジョンをもって地元資源を結びつける戦略家の
 存在、人材の流動化、発展要閃はビジョンをもって地元資源を結びつける戦略家の存在、柔軟な知
 的コミュニティ、快適な生活環境の整備をあげた。また、柔軟な知的コミュニティの内容として①
 知的資源活用による差別化の確保、②内外をつなぐネットワーク型企業等による円滑な情報の流れ、
 ③創業しやすい環境と整理した。
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 ダー」「新しい結合」というキーワードはインフルエンサーのリーダーシップ、ネットワークのマ
 ネージメントに共通する。なお、市民起業家の4段階の役割とは、地域への動機付けとネットワー
 クの準備(開始)、優先順位の共有化(孵化)、目標達成のための資源導入(実行)、地域の変化に
 対する継続的な支援(改善・再生)とされている。
 こうした議論をMCC誘致に始まるオースティンでの取り組みを踏まえ、インフルエンサーの役
 割モデルの構築に向けた仮説群を提起する。まず開始段階では「ハイテク型の産業クラスターの形
 成に向けて、インフルエンサーは変化に向けた動機付けぐそれを支えるネットワークの形成を支援
 し、イノベーションの創出に向けた地域の構成部門間の信頼関係を醸成する」(仮説2-1)とする。
 ここでのソーシャル・キャピタルは産業クラスター形成に向けた地域の研究開発体制の確立が重要
 である。孵化段階では、「ハイテク型の産業クラスターの形成に向けて、インフルエンサーはスピ
 ンオフ企業の創出等、人材の流動化に関する環境整備に対する優先順位の共有化を図っていく。こ
 うした人材の流動化がもたらす前職場の共通体験により地域のイノベーションを創出するための信
 頼関係のベースが生まれていく」(仮説2-2)とする。ここでのソーシャル・キャピタルにとって地
 域の起業支援の確立が重要になる。実行段階では「ハイテク型の産業クラスターの発展に向けて、
 インフルエンサーは柔軟な知的コミュニティを確立するために世界各地から必要な人材、企業の定
 着・流入を支援する。これを通して柔軟な知的コミュニティの構築を促し、地域のイノベーション
 の創出に向けた信頼関係が自己増殖の段階に入っていく」(仮説2-3)とする。ここでのソーシャル・
 キャピタルの蓄積の鍵は生活の質である。最後に改善・再生段階では「ハイテク型の産業クラスター
 の発展に向けて、継続的に環境変化に対応する柔軟な知的コミュニティを構築するためにインフル
 エンサーは他のインフルエンサーとの橋頭堡を作るとともに、地域の地平線を上げながら、地域の
 継続的変化を支援する。こうして柔軟な知的コミュニティが継続され、イノベーションを創出する
 ための信頼関係が継続されていく」(仮説2-4)とする。ここでは研究大学の成長分野に関する新技
 術の持続的な創出等が求められる。
 図イン7ルエンサーの役割モデル
 産業クラスター
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 開発型中小企業の技術の事業化が進められている。現在、地域の課題としてインキュベーターや地
 域ファンドの創設が取り組まれている。
 (仮説2-3、2-4)
 わが国においては、本格的なパイテク型の産業クラスターは未だ形成されていないため、仮説2-
 3、2-4の検証は今後の課題としたい。
 3.日本モデルの提起と仙台圏への提言
 在仙の起業家やインフルエンサーにインタビゴーを講参たところ、ゲマインシャフト(地縁、血
 縁的な共同体)、善意なおっさん、寅さんといったキーワードが見受けられた。従って、シリコン
 バレーのようなニューエコノミーを単純に模倣することは難しく、わが国の風土を活かし、Reich
 [2000]が指摘するように市民としてニューエコノミーを必要性にあうように取り組むことが日本
 モデル構築の糸口となろう。
 最後に仙台圏への提言を行う。第一に産学官のトップが戦略を共有化するための実質的な会合を
 持つこと。第二に地元企業が産学連携を進める..ヒでの不足する資源を補完するための実践的な多機
 能チームを編成すること。第三に研究開発拠点.インキュベーター等のアクセスの向上。最後に教
 育と外部からの人材の誘致を同時に進めていくこと。こうした4つの提言を実践することにより、
 ストラクチャーホール(ネットワークの隙間)を埋め、地域のソーシャル・キャピタルを機能させ
 ることが可能になろう。
き
 論文審査結果の要旨
 本論文は、パイテク型産業クラスターの形成と発展におけるインフルエンサーの役割を解明し、
 仙台圏の産業クラスターについての事例研究を通して、そこでの課題と展望を研究したものである。
 全体は理論編(第2章・第3章)と実証編(第4章)の二二部から構成される。まず第2章では、
 各国における産業クラスターの形成・発展に関する先行研究のレビューを通じて、その形成・発展
 プロセスにとって鍵となる要因を抽出し、独自のモデルを構築する。続く第3章では、ハイテク型
 産業のクラスターに焦点を絞って、そこでのインフルエンサーの役割に注目する。地域にソーシャ
 ル・キャピタルを形成し、かつそれを用いて産業クラスターの発展に影響力を行使するインフルエ
 ンサーは、クラスターの形成と発展の各プロセスにおいて異なった役割を果たすことが仮説として
 提起され、以下の実証編に対する理論的分析枠組が準備される。
 第4章は実証部分であり、一ヒ述の分析枠組をベースに仙台圏のハイテク型産業クラスターの形成
 過程を考察したものである。多様なデータを用いて仙台圏のクラスターの特徴を明らかにした後に、
 そこでの産学連携の系譜とインフルエンサーの役割の分析が行われる。さらに、インフルエンサー
 の役割に関する4段階モデルに基づき、東北インテリジェント・コスモス構想とその後のクラスター
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